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 資料１  

 

 
「青森県基本計画『選ばれる青森』への挑戦」を着実に推進するため、マネジメント

サイクルの一環として、外部知見を活用しながら自己点検等を行い、その結果をア

ウトルックレポートとしてまとめました。 
今年度は、新たな計画の体系に基づく政策の自己点検の結果等のほか、今年度が

最終年度となる「まち・ひと・しごと創生青森県総合戦略」に掲げる基本目標や、

個別計画に掲げる数値目標等の状況などにより、本県の立ち位置を様々な角度から

多面的に捉え、今後、本県が進むべき方向性について取りまとめています。 
今回は資料編において、本県の最重要課題である人口減少克服に関連して、「高 

校生の就職に関する意識調査結果」（P92～）及び「子どもと子育てに関する調査

結果」（P100～）の調査結果も掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜マネジメントサイクルの展開＞ 

①県による政策の自己点検や指標の分析結果などにより、青森県総合計画審議会での検証を経て、今後、 

県が進むべき方向性について取りまとめ。（＝アウトルックレポート） 

②青森県総合計画審議会は、検証結果を踏まえ、次年度の施策等について県に対し提言。 

③審議会からの提言やアウトルックレポートを踏まえ、知事、副知事による作戦会議で次年度の取組の 

重点化の基本方針（戦略プロジェクト等）を決定。 

④知事から各部局等に対し取組の重点化の基本方針を指示。各部局等は次年度の重点枠事業の構築に着手。  

 

アウトルックレポート 2019（概要） 
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■レポート概要 
計画に掲げた４分野ごとの施策について、「これまでの成果、現状と課題」、「2019 年度の主

な取組」のほか、総合戦略の基本目標やＫＰＩ等、各種指標を検証し、これらを踏まえた翌年

度以降の「今後の取組の方向性」を記載。 
 

＜今後の主な取組の方向性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●県産農林水産物等のブランド化推進、ＩＣＴ

を活用した生産体制の維持・強化、地域経営

体のレベルアップ、新規農林漁業就業者の確

保・育成 

●海外誘客促進に向けた海外メディアとの関

係強化、個人旅行等の増加やインターネット

による情報収集等の定着などの変化を的確

に捉えた誘客 

●医工連携による医療分野への参入促進、持続

可能な買物弱者向けサービスの実現、地域の

エネルギー特性を生かした産業創出 

●伴走型支援による創業・起業促進、ＡＩ・ 

ＩｏＴビジネス創出､各国･地域における輸出 

拡大、戦略的企業誘致活動の展開と人財確保

●各業種での人財の育成・確保、潜在的な労働

力の掘り起こし、生徒・学生の県内定着や還

流に向けた意識醸成、ＡＩ・ＩｏＴやプロフ

ェッショナル人材活用による生産性向上 

 
●職域での疾病予防、若年期からの食育・運動

習慣等に係るヘルスリテラシーの普及定着 

●がんの早期発見・早期治療に向けた検診受診

率向上のための取組や普及啓発、受動喫煙防

止対策の推進 

●医療の適切な選択・受診のための、県民に向

けた医療に関する分かりやすい情報発信 

●地域のニーズに的確に対応するための、包括

 的な支援体制を担う人財育成 

●結婚を望む男女のニーズに応じたサポート

等、総合的な結婚支援対策の推進 

●緊急時の対応能力の向上、原子力災害に備え

た広域避難体制整備の促進 

●若年層・女性の消防団員への入団促進など、

地域防災力の強化 

●地域防犯力強化に向けた取組推進、夜間の高

齢歩行者や高齢運転者に向けた取組の強化 

Ⅰ 産業・雇用分野 Ⅱ 安全・安心、健康分野

 
●白神山地や自然公園の保全に向けたルー

ル・マナーの意識啓発、誘客拡大に向けた受

入体制の整備、野生鳥獣による被害防止、再

造林の促進や林業事業体の育成、環境保全を

担う人財の確保・育成、小川原湖の水質改善

●市町村との連携によるごみ処理最適化、民間

改修と組み合わせた効果的な資源回収の促

進、家庭・企業等における継続的な環境配慮

行動の普及及び拡大、地域エネルギーの有効

活用、ＰＣＢ等産業廃棄物の適正処理の推進

●幼児期からの継続的な環境教育の機会づく

り、環境教育の担い手となる若い人財の育

成、地域における環境保全活動や環境教育の

拡充、多くの企業が森林整備に参画しやすい

仕組みづくり 

Ⅲ 環境分野  

●世界で活躍できる資質・能力を持った人財の

育成、いじめ防止に向けた体制の充実、外部

人財の活用等による教員の多忙化解消、キャ

リア教育の充実、学校・地域・家庭の連携強

化 

●地域における持続的な人材育成の仕組みづ

くり、関係人口の創出・拡大、多様な生き方、

働き方を選択できる環境づくり、女性や高齢

者など潜在的な人財の発掘や活躍促進、家庭

における男性と女性の協働推進 

●縄文遺跡群の世界遺産登録を後押しする気

運醸成と保存・活用の推進、スポーツを通じ

た健康づくり、国民スポーツ大会に向けた競

技力向上、東京オリンピック・パラリンピッ

クを通じた県民のスポーツへの意識の向上 

Ⅳ 教育・人づくり分野 


